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浄化法開発

ｐH中性域での安全・
確実な浄化法の確立
小型施設により
原位置浄化が可能
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微生物評価法開発

微生物による安定化度
評価法確立、DGGE
簡易法利用検討
→微生物自然減衰に
よるサイトの浄化
が可能

サイト周辺
地下水
菌叢調査

調査法の開発
CPT試験器再試験、ボーリング
データとの比較 → 精度確認
VOCの種類、濃度、残留位置を
正確に把握
→ 汚染物質の3次元マッピング

CPT試作機、現場試行
ボーリングデータとの
比較 → データ採取

培養試験で
VOC分解
菌特定
特徴把握

地下水

化学分析
のデータ

関
連
把
握

ツイスター・
ドラム試作機

で浄化試験、
物質毎最適
条件決定

浄化処理後
安全性試験
金属溶出量
VOC除去率
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低
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浄化終了まで水質と分解菌の
モニタリングを継続

安全・確実な環境修復技術の確立

遮
水
壁

汚染地下水低減
汚染拡散停止

全域で微生物分解による
自然浄化が進む


